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団体名：

報告Ｎｏ． 1

ＮＧＯ・ＮＧＯ活動について 学生

報告Ｎｏ． 2

その他（在住外国人-特定国内の諍い）
その他（在住外国
人）

報告Ｎｏ． 3

組織運営・マネージメント（助成金等） ＮＧＯ関係者

質問
内容

私の関係する国ではリハビリの技術を上げるため岡山等へ人材を派遣して欲しい団体があります。
岡山県等行政機関で何らかの施策はないでしょうか。

備考

区分 相談者

質問
内容

いつか相談させていただいたが私どもの国は岡山県内にすでに５００人以上の方々が居住してい
る。生活上、岡山の方々と共生したいこともあり岡山の情報を得るために岡山のＮＧＯの団体と関
わりたいことで申し出ていたが内輪もめがあり分裂しました。今後どのような方法で解決したらいい
でしょうか。

回答 岡山には７２カ国の方々が登録されており夫々の国は友好協会などの組織を設立していますが、
国によっては数団体設立されておりまちまちです。団体を個別に設立されることは自由です。

備考

区分 相談者

質問
内容

国際活動ＮＧＯとは何か？

回答 国際活動には、国際理解、国際交流、国際体験、国際協力、国際支援、国際貢献のような言葉が
あり以下のような意味と考えています。段階とすれば以下の順番で行えば分かりやすいと言われて
いますがどの段階でも簡単なボランティア活動があります。
国際理解（図書を読んだり勉強会でお互いの国の文化を良く知り偏見をなくするための活動を行
う。） 国際交流（特定国の方々と交流を行いお互いの国の文化や違いを知り友情を深める活動を
行う。） 国際体験（実際に行きたい外国の地に足を踏み込み積極的に現地の人々と交わってその
国の実状を知るスタディーツアー（体験を含む）等の企画を行う。） 国際協力（国際体験等を通じて
国や民族を越えて人々が力を合わせて一つの目標に向かって働くプログラムの企画・開発を行
う。） 国際支援（相手の立場に立って技術協力、資金協力、人材協力、物資提供等の支援活動を
行う。） 国際貢献（人々の友情と連帯心を育てながら共生社会の実現と平和な地球の構築を目指
すプログラム（緊急支援、人権侵害救済、貧困の撲滅、平和への教育等）を実施する。）

区分 相談者

別紙５

　今月の相談　

月に受けた照会・相談は以下のとおりです。

（特活）岡山県国際団体協議会



報告Ｎｏ． 4

ＮＧＯ・ＮＧＯ活動等 マスコミ

報告Ｎｏ． 5

募金・寄付について 無職・退職者

備考

質問
内容

私は、現在、仕事の一線から退いていますが、生活の心配はありません。しかし開発途上国のこと
を思いますと心配でなりません。できましたら開発途上国の人々に一人でも多くの若い方々に教育
を受けてもらいたいと思っています。本当は、学校を建てたり育英資金を提供したいと考えています
が、現在、ＮＧＯでそのようなことを実施している団体はありますか。私は、現在、広島市に住んで
いますが広島市にそのような団体はありますか。

回答 現在、開発途上国への教育支援として学校建設・教育運営を行っている団体は全国的に多くありま
す。また、子供の教育費を支援する制度も各種あります。現地の子供たちの教育支援を行う里親制
度などもあります。寄付をすることによって日本フォスター・プラン協会のように、子供を取り巻く環境
改善のため、学校の補修・トイレ建設・予防接種・井戸の掘削・職業訓練等の地域開発プロジエクト
に使われたり、フォスター・ペアレントになると協会を通じて子供と文通することができます。寄付金
は月額5,000円前後です。岡山の地域においてもネパール、カンボジア、ベトナム、ラオス、インドネ
シア等で教育支援を行っている団体が多くあります。広島へ居住されているのであれば、その方面
で広島県等とプラットホームをつくり広島ＮＧＯのネットワーク組織である「ＮＰＯ法人　平和貢献ＮＧ
Ｏsひろしま」があります（現在、カンボジアを中心に支援）ので、そこの事務局担当者から電話を掛
けさせますので宜しくお願い申し上げます。

備考

区分 相談者

質問
内容

ＮＧＯ相談員とは何をすることですか。

回答 この制度は、ＮＧＯ相談員によりＮＧＯの設立、組織の管理・運営、ＮＧＯについて及び市民の皆様
が参加できる国際協力活動への参加方法などＮＧＯ及び国際協力活動等に関する様々な相談・質
問・照会にお答えするものです。平成１９年度も北は北海道から南は沖縄まで全国で１７の団体に
ＮＧＯ相談員が配置されています。 また、通常の相談業務に加え、国内各地で行われる国際協力
関係イベントにおける相談ブースの出展や、講演・セミナー等における講師など、ＮＧＯ相談員が自
ら出向いて行う「出張サービス相談」も行います。 相談内容は、岡山県内や中国地域内を中心に
活動している国際関連ＮＧＯ団体の紹介や、ＮＧＯ組織の立ち上げ・運営などの相談を行います。
具体的には、・国際交流、国際理解、国際体験、国際支援、国際協力、国際貢献等の実施団体の
紹介や結成方法、・寄付の方法　・ＮＰＯの設立・運営　・国際機関へのインターンシップ　・持続可
能な開発のための教育（ＥＳＤ）・スタディツアー・ＮＧＯ国際会議の開催方法　・行政、企業、教育機
関との連携などのさまざまなご相談に対応します。  相談受付は、面談の場合、事務所（岡山国際
交流センター６階）でのご相談は日、月、祝日を除く10:00～18:00の時間帯で受付します。尚、ご来
場の場合は事前にお電話（086-254-8020）頂けますと幸いです。 e-mailでの質問も受け付けてい
ます。 ７月か８月に私どもの団体の中に、交流、国外支援、国内支援、体験等を行っている団体が
ありますので集中的に相談会を行いますので是非その時には情報を流しますので新聞に掲載して
くださるようお願い致します。

備考

区分 相談者

回答 岡山県ではローカル・トゥー・ローカルという技術移転事業という施策があります。これはＮＧＯが提
案する技術移転プラン（環境保全分野、医療・福祉分野・農業分野等）に基づき研修員の受入、専
門家派遣双方の制度があります。毎年年度末の３月末に次年度の募集があり５月末が今までの例
ですと申請期限となっています。貴団体の活動の内容から一度トライされるといいのではないかと
思われます。



報告Ｎｏ． 6
組織運営マネージメント（事業面：企画運
営・事業開発等）

その他・不明

報告Ｎｏ． 7

ＮＧＯ・ＮＧＯ活動について 教員

報告Ｎｏ． 8

スタディツアー・海外でのボランティア相談 会社員

備考

区分 相談者

質問
内容

ある高校の教員です。私は今、月曜日に「地球の未来」という講座を２講座持っており、身近な問題
として、１００円ショップから初めて、外国人労働者、移民の問題へと学習を進めています。こんなに
外国との関係が増えている時代ですが、なかなか身近な問題として考えられない生徒もいます。ま
た、外国人の方々の悩みをなかなか想像できません。そこで、実際に外国人の方々の悩みの相談
にのったり、問題解決をなさったりしている方にお話をしていただけないだろうかと考えているわけ
です。６月２５日か、７月２日、その２日がダメなら、夏休み明けの９月１０日に、１１時過ぎと１時半過
ぎから、１時間程度、自分のなさっていることや外国人のかたの悩みなどについてお話していただ
ける方をご紹介いただけないでしょうか？　多くはありませんが、多少の謝礼はさしあげられると思
います。ご面倒なことをお願いしますが、よろしくお願いいたします。

回答 私どもの団体には、実際に海外に出て現地の支援をしている団体や国内で在日外国人の支援をし
ている団体があります。特に、在日外国人に対して各種の難しい問題（外国人の悩み）の相談を無
料で受け付けている団体（岡山多民族・多文化共生をめざす会、おかやま申請取次行政書士連絡
会等）があります。実際に、外国人が私どもの事務所へも相談に参ることもありますし、公式に月に
一度、土曜日に岡山国際交流センターで相談会を開催しています。その時には私どもの会員が出
席して悩み相談を受けています。その方々にお聞きになれば生徒さんもその内容がよく分かると思
います。一度、ご紹介しますので日程調整をしていただければと存じます。

備考

区分 相談者

質問
内容

■質問１："スタディーツアー"を本来事業としているNPO法人と、その他の事業としている法人があ
りますが、その分かれ目は何でしょうか?■質問２：同様に"フェアトレード"を本来事業としている
NPO法人と、その他の事業としている法人がありますが、その分かれ目は何でしょうか?■質問３：
ある団体（これは回答者の方で固有名詞を省略）の財務諸表を見ると"HTMLコーディング"(WEBサ
イトの制作)も特定非営利活動に係る事業とすることができるようですが、本当に可能なのでしょう
か。2005年度の所轄庁への報告では受益者は"中小企業15社"となっているようです。以上です。
よろしくお願いいたします。

回答 この度は、わざわざｅ－ｍａｉｌでご質問いただきありがとうございます。出張等でご返事が遅くなって
すいません。
　ご質問の件は、全般的にＮＰＯ法人を立ち上げられる場合、定款の目的をどうするかによると思い
ます。ご存知と思いますが、ＮＰＯ法によると特定非営利活動の定義は、以下のようになっていま
す。つまり法で定める17（１ 保健、医療又は福祉の増進を図る活動　２　 社会教育の増進を図る活
動　３　 まちづくりの推進を図る活動～１７）のいずれかの活動に該当する活動で不特定多数かつ
多数のものの利益の増進に寄与することを目的とする活動であることが示されています。その設立
要件として営利を目的としないこと等１５ほどありますが主として誰が誰のために何を目的として行
うかが重要と考えられます。私自身、ＮＰＯ法人を結成しましたので直接面談ができればいいと思い
ますがいかがでしょうか。最終的には、岡山県の行政が認証しますのでそちらの考えもあるかと思
います。
連絡先：０８６－２５４－８０２０

区分 相談者



報告Ｎｏ． 9

国内ボランティア相談 無職・退職者

報告Ｎｏ． 10

ＮＧＯ・ＮＧＯ活動について 無職・退職者

質問
内容

現状の世界の実情を見ると環境とか地域紛争が多くあるようであるが将来の世界はどうなるのか。
ＮＧＯは役に立っているのか。

回答 私どもの団体（ＮＧＯの団体の団体：連合組織）は、持続可能な未来（社会）を求めて、毎年、「持続
可能な開発のための教育（ＥＳＤ）」の推進に向けてのキャンペーンのために岡山大学等と共催で
国際会議等を行っています。このＥＳＤは、２００５年に開始された「国連・持続可能な開発のための
教育の１０年（ＤＥＳＤ）」に基づいており日本政府は各省庁で行動実施計画を作成し、あらゆる分野
に持続可能な社会を求めてその活動を展開しております。そのテーマは環境、経済、社会の夫々
の課題の見直しを図ることでスローライフの追求等もその一環です。岡山におきましては当協議会
の下に２００４年「持続可能な開発のための教育－マルチメディアの活用（ユネスコ本部と共催）」、
２００５年「フォーマル教育とノンフォーマル教育が協働するために（国連大学高等研究所等と共
催）」、２００６年「持続可能な社会をめざして（岡山大学と共催）」のワークショップを継続しておりま
す。これらの結果、岡山地域は国連大学から「ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）推進拠点」と
して２００５年に認証されています。本年も国際会議を行いますが、これは日本で６０年前に提案さ
れ発展してきた地域コミュニティー開発の手法の一つ「公民館活動」についてその発展の仕組みや
育成のソフトを開発途上国からの招聘者に「地域社会開発・地域づくり」の手法として伝達し国際貢
献の一助としています。必ずしもこれらは一気に世界の状況を転換することはできませんが一歩一
歩進めることが重要であると考えています。本年の会議は、岡山大学と共催で行い「全国生涯学習
フェスティバル・まなびピア岡山２００７」の一環としても行われますので是非ご参加いただければ幸
いです。その時に、世界の実情とかそれへの対応を広報する予定です。

備考

区分 相談者

質問
内容

私は、現在、会社を退職してフリーです。これまで環境関連の機械設計を行ってきました。何かＮＧ
Ｏのお手伝いとしてボランティアをしたいのですがどうでしょうか。

回答 私どもの団体は、各ＮＧＯ団体の連合体です。色々な行事を実施していまして、可能であればどの
ようなことを実施したいか申し出ていただければと思います。私どもの仕事としまして、各団体への
郵送の時の封筒入れ、電話の受付や行政、地域交流協会、ＮＧＯと協働して行う「地球市民フェス
タinおかやま２００７」のお手伝いからワークショップの企画、国際会議での通訳のような仕事まで各
種あります。また、どのような時に来ていただけるのか、曜日・時間帯が定まるのか、そのあたりも
重要な要素となります。また、各ＮＧＯ団体も夫々ボランティアを必要としており現在のお住まいで
近くのところを紹介することも可能です。

備考

区分 相談者

質問
内容

海外支援を行っている岡山のＮＧＯで実際にスタディツアーを組むところはないでしょうか。またその
ような勉強会はないでしょうか。

回答 岡山でスタディツアーの企画を組んでいるＮＧＯはアジアの教育支援の会、ハート・オブ・ゴールド、
カンボジアの村を支援する会、岡山ユネスコ協会、Love・Lao・Club等多くあります。これらの団体
は、今後今以上にスタディツアーを推進したいということで偶々６月３０日にスタディツアー危機管理
セミナーの勉強会を行います。その時にそれらの関係者も来られますので参加されたらいかがで
しょうか。



報告Ｎｏ． 11

ＮＧＯ・ＮＧＯ活動について 無職・退職者

報告Ｎｏ． 12

総合学習・学校関係 教員

報告Ｎｏ． 13

募金・寄付 会社員

質問
内容

過去の各国を訪問した時のコインがあるが寄付として受け取ってもらえるか。

回答 受け取りますと回答した。

備考

区分 相談者

質問
内容

現在、小学校で教員として働いています。これまで国際活動について総合学習の時間帯であまり
やってこなかったので何かあれば教えて欲しい。

回答 これまで当協議会の数団体が地域の交流協会と組みながら総合学習で事業を多いときは年間で１
校１０時間以上行っています。毎年、５月ごろ地域の交流協会が各団体へ助成の申請の広報を行
うのでそれを待ってどの団体がどのような事業を行うのかを検討し、自分たちの学校に合致するも
のがあれば交流協会へ申し込めばいいと思います。

備考

区分 相談者

質問
内容

自分は、これまで開発援助の専門家集団として途上国での国際協力プロジェクトを担うとともに、世
界で活躍する人材の育成やネットワークの形成を推進する仕事についていた。できれば今回岡山
に居住するようになってこのようなＮＧＯ活動に関わる支援をできる範囲内で協力したいと考えてい
る。何らかのお手伝いはできると考えているが岡山の現状はどうでしょうか。

回答 私どもの団体としては、そのような開発援助のスキル・ノウハウを現在強く求めています。岡山には
有名な国際貢献の団体がありますが私どもに属する団体は小さくて、必ずしも県民の皆様に十分
認知されているとは思いません。しかし一歩一歩進めている団体がほとんどでありこれからの状況
です。ネパール、カンボジア、タイ、ベトナム、ラオス、フリピン等に入って地域開発を行っています
が必ずしも十分でありません。これらの団体は、地道にすでに十年以上実施している団体もあり私
どもとして大きな団体に決して引けを取るものとは思いません。しかしさらに企画力、広報力、ネット
ワーク力を発揮して、私どもの協議会は中間支援組織として、これらの団体の基盤強化を図りたい
と考えています。昨年から、岡山県も関係者（企業、商工団体、農業団体、教育機関、国際ＮＧＯ
等）を集めりプラットホームづくりを行いました。これらの施策は私どもが考えているあらゆるレベル
の方々が国際協力等に関わる携わることと同じであり私どもの国外支援団体の基盤強化の一歩で
あり海外の地域づくりに繋がるものと考えています。一人でもそのようなエンパワーメントを促す人
の参加を求めています。どうかご協力を宜しくお願いいたします。参考ですが本年は、行政等の助
成を得ながら岡山大学とこれらの各国のＮＧＯを招聘して地域づくりの連携事業ー公民館サミットを
行いますのでご参加下さるようお願い致します。

備考

区分 相談者



報告Ｎｏ． 14

募金・寄付 主婦

報告Ｎｏ． 15

イベント等 ＮＧＯ関係者

報告Ｎｏ． 16

インターン・就職相談 高校生

備考

質問
内容

私は、現在高校生ですが将来海外で国連機関のようなところへ勤務する希望がありますが、岡山
にそれへの近い経験をすることができる団体がありますか。また、海外体験する機関はあります
か。参考になる書籍があれば教えてください。

回答 あります。岡山ユネスコ協会では、過去においてユネスコパリ本部やユネスコ・バンコック支所にイ
ンターンシップで勤務させたことがあります。その期間は３ヶ月ですが、非常に勉強になっていま
す。他の国連組織ではＷＨＯ、ＵＮＥＰ等への経験を体験させるために岡山大学が各種国際公務員
セミナー等の形で行っています。又、海外の国際ボランティア団体がワークキャンプ型、短期型、長
期型でボランティア活動を募集しています。具体的にどのあたりでどのようなことをしたいかご検討
の上ご相談ください。

備考

区分 相談者

質問
内容

本年のＮＧＯフェスティバルはどうなっているのか。

回答 開催趣旨は、グローバル化が進展する中で求められる「地球市民」としての視点及び国際貢献活
動の意義等について、県民に知っていただくための普及啓発の場とする予定です。なお、今年度は
第１９回全国生涯学習フェスティバル(まなびピア岡山２００７)「国際交流・貢献のひろば」内での開
催となるため、より多くの県民に国際貢献についての理解と関心の促進を図り、「国際貢献先進県
おかやま」を県内外に情報発信するものとします。具体的には、NGOの既存イベント等をできる限り
集約し、国際貢献月間のメインイベントとしてふさわしい内容を実施し、フェスタの開催をとおして、
出展団体であるNGO間の交流・連携を促進するものとします。名称は「地球市民フェスタ in おかや
ま 2007」で、主催等：地球市民フェスタinおかやま2007実行委員会（岡山県、(財)岡山県国際交流
協会、（特活）岡山県国際団体協議会）です。実施日・場所は、平成１９年１１月２日(金) ～６日(火)
に岡山県総合グラウンド（岡山市国体町）で行います。当協議会が事務局になります。

備考

区分 相談者

質問
内容

小学生の児童が自主的に集めた書き損じハガキがありますが受け取ってもらえますか。

回答 書き損じハガキ１枚でインドでは給食４回分、アフガニスタンではノート１冊とボールペン２本分、ネ
パールでは鉛筆７本分になります。少しでも有難く頂きます。

備考

区分 相談者
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備考

質問
内容

ある団体がイスラムの勉強会をしていると聞くがどのようかことをしているのか。イスラムのことを勉
強する機会はあるか。出版物もあると聞いている。知っていれば紹介して欲しい。

回答 それは、岡山ユネスコ協会が行っている。４年前から行っており担当者へ連絡いたします。尚、出版
物は、これまでの対話をまとめたものであり「イスラームと日本の宗教との草の根対話集」です。必
要であればこれも連絡いたします。

備考

区分 相談者

質問
内容

有森裕子さんが代表を勤めるハート・オブ・ゴールドはどのようなことをしているのですか。

回答 1996年12月に行われたアンコールワット国際ハーフマラソンに関わった人々により、｢スポーツを通
じて希望と勇気をわかちあう」ことを目指し、2年間の準備の後、1998年(平成10年)10月10日に設立
されました。現在日本語教育に力を入れておられます。この理由は、子どもは、単に学校を卒業し
ても就職口がないので日本語か英語かタイ語ができると就職の可能性が増し、日本語が出来れ
ば、ホテルマンやガイドなどの職につける可能性が高いのです。給料は学校の先生は月20ドル程
度なのに対し、日本語ガイドは1日20ドルぐらい稼げるし、お金を稼いだ子は、家族や親戚の子も学
校へ行けるよう、援助をする可能性がありそれに力を注いでおられます。その他、野菜栽培技術移
転のために2000年(平成12年）6月から、カンボジアのＮＧＯ｢スナーダイ・クマエ」とともに、ゆうちょ
国際ボランティア貯金からの協力も得て「カンボジア貧困層のための農業訓練プロジェクト」を始め
ています。また、明日のカンボディアをになう人材育成が何よりも重要として、教育を受けられる機
会を一人でも多くの子どもたちに与えたいと、ハート・ペアレント事業を始めています。ハート・オブ・
ゴールドのホームページをご覧ください。寄付も募集されています。

区分 相談者


